








報告の概要 

 母体合併症に伴う周産期低酸素症のうち,本年度は心疾患合併妊娠について報告する。心

疾患が児に対する影響として総合的に検討するための児の分娩時の児体重の標準偏差の平

均は－0.43SD であり,37 週未満の例では,－O.86SDであった。37週未満の例では,主として

母体適応のための早産であり,これらの群では児に母体心疾患の影響が強く出ている事に

なる。日常生活が問題なく送れる心疾患妊婦の児には,ほとんど影響がない。妊娠中の移植

弁機能不全による再置換術のための体外循環例の児の予後は悪い。もともと母体予後の悪

い原発性肺高血圧症や心筋症,家族性高コレステロール血症に伴う狭心症,アイゼンメンジ

ャー症候群等に,母児共に危険にさらされる例があった。 

 結論として心疾患合併妊婦全体のリスクを論ずる事は困難であり,個々の症例に対し,個

別の対策を妊娠の時間経過と共に要求される必要がある。 


